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【地域おこし協力隊になったきっかけ】
　20代前半のときに世界一周の旅に出た際、世界中の
ローカルの人たちから温かいもてなしを受け、自分も
生まれ育った北海道を世界中の人に知ってほしい、も
てなしたいという想いを抱き札幌のゲストハウスでフ
ロントスタッフとして働き始めました。当時はインバ
ウンド客が毎年急増していたため、宿泊業だけではな
く、来てくれたお客様に楽しんでもらうために「アク
ティビティ事業部」を立ち上げて札幌市内をより
ディープに楽しんでもらうためのツアーを企画してい
ました。
　しかし2020年にコロナショックが始まり、せっかく
やりがいを感じていた観光業を続けることが難しく
なってしまいました。そんなときに見つけたのがオ
ホーツク美幌町の地域おこし協力隊の募集でした。業
務内容は「美幌町の自然を活かしたアウトドア体験プ
ログラムを作ること」で、当時の仕事のスキルがその
まま活かせると思いました。また、美幌町のことを調
べていくなかで空港や道東の自然スポットとのアクセ
スがとても良いことや市街地と自然の距離感がちょう

ど良いこと、といった美幌町の魅力にも惹
ひ

かれ地域お
こし協力隊として移住することを決めました。
【美幌町こんなところ】
　美幌町は北海道オホーツク地域にあり、人口は約 1
万 9千人程度。基幹産業は農業のとても美しい町です。
都市機能は隣町の北見市が担ってくれているので買い
物にも困らず、女満別空港が近いので首都圏とのアク
セスも良好です。スーパーも 4軒あり、とても住みや
すい田舎だと思っています。知床、屈斜路湖、阿寒な
どいろいろな国立公園エリアに日帰りで行ける位置に
あり、道東観光のハブになる可能性を秘めている町だ
と思います
【地域おこし協力隊としての活動・やりがい】
　現在は前述したアウトドア体験プログラムの企画、
実施をメインとしながら、観光地域づくりの活動をし
ています。
　アウトドアでこれからの時期オススメしたい体験が
ふたつあります！ひとつめは美幌町に季節折々に訪れ
てくれる野鳥を観察しながら自然の中で時間を過ごす
バードウォッチング体験です！美幌町では 1年を通し
て約200種の野鳥が見られるとても野鳥観察に適した
場所です。特に冬はオオワシやオジロワシといった美
しく尊

とうと

い猛
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類
るい

が間
近に見られるバード
ウォッチングに最高
の季節です！ふたつ
めは藻琴山という標
高1,000mの素晴らし
い山でのトレッキング体験です。屈斜路湖、知床連山
といった道東を代表するスポットを眺めることができ
ます。 2月に入り流氷がオホーツク海を埋め尽くす様

子は圧巻です！標
高が高いところか
らトレッキングを
始められるので、
手軽に本格登山気
分を味わえるのも
オススメポイント
です（といっても
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滝川　朗正 （たきかわ　あきまさ）
札幌市出身29歳。札幌市役所勤務、世界一周放浪、札幌でイン
バウンド事業を経てオホーツク美幌町の地域おこし協力隊へ就
任。観光×アウトドアで地域を盛り上げるべく活動中。冬はオ
オワシ、オジロワシの撮影のため早起きの日々。地域おこし協
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冬山特有のリスクはあります。初心者の方は経験者や
ガイドと行くことをオススメします！）。
　夏シーズンは使われていないスキー場をオールシー
ズン活用できるよう、マウンテンバイクのコースを作
るということもし
ており、今後マウ
ンテンバイクコー
スとして町民も町
外からのゲストも
楽しめるよう整備
していきたいと
思っています。
　地域に元々ある自然資源をツアーとして可視化する
ことでゲストに楽しんでもらうだけでなく、地元の
方々に自分たちの地域の価値を再発見してもらうこと
ができたときに、観光業を地方でやることの意義をす
ごく感じます。ただ、元々アウトドアガイドとしての
経験があったわけではないので自分だけでは判断でき
ないことも多く、他の地域のガイドさんを手伝いに
行って勉強させてもらいながら試行錯誤の毎日です。
ただ、それで「美幌の地域おこし協力隊なのに美幌に
全然いないじゃないか」と思われないように、SNSで
自分が今何を取り組んでいるのかという情報発信や周
囲とのコミュニケーションが不十分にならないように
気をつけています。
　観光地域づくりとしては、美幌町を含む三町村（美
幌・津別・大空）で取り組んでいる屈斜路カルデラ外
輪山トレイルの造成に関わらせていただいています。
屈斜路カルデラの稜線から道東が一望できる素晴らし

いトレイルで、
今まで通過型に
なってしまって
いた地域の観光
に滞在型の観光
コンテンツを創
出するべく関係

者一同で取り組んでいます。道東全体をロングトレイ
ルで繋

つな

ぐという構想もあり、その中心に位置する美幌
町のトレイルに世界中からトレイルハイカーが集まる

将来を楽しみにし
ています！
　また、「BIHORO 
BASE」や「焚き
火しNight」といっ
た町民と町外の人
両方が参加できるイベントも企画・運営しています。
町内外の「地域のために何かしたい、地域を盛り上げ
たい」という人たちを繋げることができ、そこで繋がっ
た人たち同士で新しいチャレンジが生まれたりと、自
分たちの取り組みが波及しているのを感じられると、
とてもやりがいを感じます。
【地方で観光事業をすること】
　札幌でツアー業をしていたときは、北海道のいろい
ろな地域へその地域のベストシーズンだけお邪魔する
ようなスタイルでした。しかし、いろいろな地域に行
くと、その地域の自然やインフラを守りながら、自分
たちが責任もって関わっているフィールドをガイドす
る、そんなガイドさん達と沢山会いました。観光業界
にはどちらも必要な存在だと思うのですが、私はいま
後者のガイドを目指しています。
　地方で観光業をするということは、それによって人
を集めるということ自体が地域の抱える人口減少や少
子高齢化という課題のダイレクトな解決策となるの
で、自分のためにがんばっていることでも結果として
地域のためになることが多くなると思います。その結
果として仕事で直接関係のある人だけでなく、直接関
係のない人などいろいろな方に関心を持ってもらえた
り、応援してもらえるのが地方で観光をがんばること
の良さだと思います。
【これからのチャレンジ】
　地域おこし協力隊卒業後は、ガイドとして起業した
いと考えています。
　そのためにはガイドの経験も知識もまだまだ不足し
ていますが、周囲のみなさんの協力を仰ぎながら、引
き続き研

けん

鑽
さん

を重ねていきたいと思います。
　北海道の方でも道東に来たことがない方は多くおら
れると思います。ぜひ、道東旅行の際には美幌町を玄
関口としてお楽しみいただければ幸いです。


